
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 岐阜県立岐阜聾学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２２日（土）～２３日（日） 

 

 

 

実 施 概 要 

 岐聾祭（文化祭）の公開 
①ステージ発表（開演太鼓･オープニングセレモニー・クイズ・劇・ダ
ンス・歌や演奏・エンディングセレモニー） 

②企画 
③作品展示 
④ＰＴＡによる食品バザー・物品バザー 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １３８ 人 
計 ３８８ 人 

地域関係者 ２５０ 人 

 

実 施 状 況 

岐聾祭のテーマを「Unity～限界知らず～」として、幼稚部、小学部、
中学部、高等部の幼児児童生徒が、４月からの学習の成果を発表した。 

【ステージ発表：１１月２２日（土）午前・２３日（日）午後】 

・太鼓部による開演演奏の後、幼児児童生徒の人文字によるテーマ発表が
あり、９２名全員参加の岐聾祭がスタートした。 

・オープニングやステージ発表では、劇や演奏等、これまでの学習の取組
のまとめとなる発表を行った。学習成果を披露するだけではなく、部に
よっては観客を巻き込んだ演出を工夫し、来場者も一緒に楽しめる発表
の場となった。 

【展示・企画：１１月２２日（土）午後・２３日（日）午前】 

・各部ごとに授業で制作した作品の展示や、企画等を行った。幼稚部では、
ビデオ発表会、中学部ではお化け屋敷や手作りクッキーの販売、高等部
では、１年生によるドミノ倒し、各系列では、体験活動として名刺づく
り・木工品づくり・アームマッサージ、販売活動としてランチョンマッ
ト等の販売、陶器の販売等、様々な企画を行った。 

【ＰＴＡバザー：１１月２２日（土）・２３日（日）両日】 

・保護者による食品バザーや物品販売を行った。食品バザーは、昼食と兼
ねており、来場者にも販売をした。物品バザーは、保護者・職員から集
めたタオル類、文具品、食器類等や、評議員の方から寄付していただい
た文具品等の物品の販売を行った。 

【きこえとことばのサークル：１１月２２日（土）・２３日（日）両日】 

・県内の聴覚に障がいのある幼児児童生徒を対象に案内を配布した。岐聾
祭の見学を通して、岐阜聾学校の取組を知っていただくとともに同年代
の仲間との交流が深まるよう場の提供を行った。 



 

成果及び課題 

【成果】 

・岐聾祭に関わる情報を、本校ホームページ、聴覚障害者協会発行の機関
紙に掲載した。また、児童生徒が描いたポスターを近隣の学校や公共施
設、商店等へ掲示を依頼しＰＲ活動も行った。その結果、両日とも卒業
生や交流校の児童生徒、地域の方々等多くの方に、来校していただくこ
とができた。 

・参加していただいた方からは、「毎年、岐聾祭を楽しみにしている」「劇
発表や企画に工夫があり、頑張っている様子がよく分かる」等の感想が
あった。また、地域の方からは、「良い機会なので、家族みんなで来校
した」「今年もみんなの頑張っている姿を見ることができて嬉しかった」
等の感想や「今年もまた来たよ。劇発表上手だったね」と幼児児童生徒
に温かい言葉を掛けていただく姿も見ることができた。 

・高等部の交流先である老人ホームの方々も来校してくださった。校内見
学中にすれ違う生徒に、握手をしながら「頑張ってるね」「上手に作っ
てるね」等と励ましの声を掛けていただいた。また、お帰りの際には、
「楽しかったよ」「また来年も来るよ」と岐聾祭を楽しまれた感想も聞
くことができた。 

・企画等では、本校の生徒が来場者とやりとりをしながらコミュニケーシ
ョンを図れるよい場となっており、初対面の方々との関わりを通して、
言語力や表現力の向上や接客のマナー等の育成にも繋がった。 

【課題】 

・岐聾祭は本校の大きな学校行事の一つであり、毎年多くの来場者がある。
広報活動も広く行っているが、多くの方に周知されず、内容等の問い合
わせがある。 

・来年度は、市内の広報誌にも情報を掲載し、広く来校を呼び掛けたいと
考えている。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


